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　目的　古代から我々の祖先の生活を支えた最も重要な植物に麻類がある。その麻は糸と

なり布となって家族の衣服となる他に調布として貢納され、古代国家の経済を支えてきた

麻の用途は幅広く、網索、網、袋、畳糸、小は鼻緒に至まで、麻なくして生活は存立しな

かった。現在の繊維工業の発達は目ざましく、天然繊維の改良、化学繊維の開発・改質な

どにより我々は実に豊かな衣生活を享受しており、恐らく衣料原料としての麻類、特に大

麻の復活はあり得ないことと思われる。この麻類の終焉にあたり、その利用の全貌を明ら

かにし、記録に止めることは誠に意義深いものと考えこの研究を進めたい。

　方法　今回は宮城県内の市町村史・誌等から麻類および衣料原料に関する記述を収集、

整理し検討する。

　結果　宮城県において主に利用されていた繊維は、m（大麻）、苧麻、藤、葛、綿、絹

などである。特に麻（大麻）の植性は県内の気候・風土にかなっていたこともあり、ほぼ

全域において盛んに栽培か行われ、衣料だけではなく作業着、網、袋等に幅広く利用され

ていた。岩手県に隣接している若柳町・南方町は麻の多産地で主に蚊帳の生産に用いられ

その商圏は広く県外にまで及んでいた。それに反し、麻の栽培に関する資料に乏しい県北

部海岸沿いにおいては、藤、椿、鹿皮がその中心を成していた。
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　目的　本誌は第一次世界大戦直前の約２年間,パリで発刊されたファッション誌である。

この資料に含まれるファッション･プレートと解説を通して，20世紀初頭のパリを中心と

した人々の憧れの生活シーンとファッションの動向を考察する。

　方法　全79巻。合計186枚のプレートに表現された図像と解説，及び関連文献を通して

当時の生活や文化との関わりを考察する。

　結果　本誌は当時の芸術，文化の中心人物たちによってつくられた質の高い情報で，単

に服装だけではなく，当時の人々の憧れていた生活を示すものである。

　最も多く描写されていたのは野外のシーンであった。収穫風景，犬の散歩，外出シーン，

ハイキングのプレートも見られる。中でもスポーツのシーンは，テニス，ゴルフ，スキー，

乗馬，狩猟など多岐にわたる。憧れのバカンスを連想させる海水浴や船上の光景もある。

背景には当時の科学技術の泌歩を象徴するように自動車やヨットが見られる。

　また，プレートには１日の中のさまざまな生活シーンが服装と共に描写されていた。家

庭でのだんらん，鳥に餌を与える姿，身仕度や化粧のシーン，食事風景，ナイトウェアや

部屋着も提案されている。若い女性だけではなく子供や男性も登場する。子供のための装

いは現代のものにかなり近い。さらに，当時の華やいだ社交界の人々を描写したものも多

く，人気を博したバレー，歌劇，タンゴを踊るシーン，酒場の光景がある。

　以上のような憧れのシーンには，現実に近いものから夢のようなものまでが認められる

が，同時にアール・デコの始まり，現代の衣服の原型を見ることができる。
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